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【取り組み内容】 

Chemical Energy Car Competitionへの参加に際し車体を構想し、動力の異なる2台の車体を製作

した。 

以下に車体概要を示す。 

 

・タコカー（空気アルミニウム電池） 

正極に酸素、負極に金属（アルミニウム）を用いた金属空気電池により車体を動かす。 

Cathode：O2+2H2O+4e- → 4OH- 

Anode：Al → Al3++3e- 

Cell reaction：4Al+3O2+6H2O → 4Al(OH)3 

 

・オクカー（CO₂加圧式首振りピストン） 

ペットボトル内に希釈した氷酢酸、オブラートに包んだ炭酸水素ナトリウムを投入。蓋を閉じ二

酸化炭素を発生させ閉じ込める。発生した二酸化炭素はチューブを通り、ピストンを動かす。 

NaHCO3＋CH3COOH →  CO2＋H2O＋CH3COOH 

 

・量子化学計算による反応経路シミュレーションと反応試薬の最適化 

オクカーにおいて使用した重曹と酸の反応について、量子化学的にシミュレーションを行うこと

で、より最適な酸を予測した。予測にはGaussian 16Gを用いて構造最適化、エネルギー計算、IRC

計算を用いて活性化エネルギーなどを算出した。その結果、反応速度が酸の種類により大きく異

なることを確認した。 

 
【成果】 
大 会 で は オ ク カ ー に お い て 3 mの 距 離 を 走 行 す る こ と が で き 、 大 学 生 の 部 で 3位 の 成 績
で あ っ た 。 ま た 独 創 的 な 動 力 の 開 発 は 主 催 す る 委 員 会 か ら 賞 賛 の 声 を い た だ い た 。  
高 専 祭 の ポ ス タ ー 展 示 で は 本 校 の 学 生 や 中 学 生 、 保 護 者 の 方 々 に ポ ス タ ー を 見 て い た
だ き 、 モ ノ づ く り や 化 学 に つ い て PRで き た 。  
車 体 制 作 に お い て 他 学 科 の 学 生 の 力 を 借 り 、 よ り 良 い 車 体 を 作 り 上 げ る こ と が で き た
。 ま た 、 協 力 し て い た だ い た 学 生 や 教 員 に 化 学 反 応 で 車 体 を 動 か す こ と に 興 味 を 持 っ
て も ら っ た た め 、 化 学 の 面 白 さ に つ い て 多 く の 人 に 知 っ て も ら う こ と が で き た の で は
な い か と 考 え る 。 今 回 、 今 ま で 学 ん で き た こ と を 活 か し た 車 体 を 作 成 し た こ と に よ り
、 知 見 を 広 め る こ と が で き た 。  

 


